
26 第３部

いじめをしない、させない、許さないための意識の醸成

中学校（２・３年）

1

展開例

学習活動（◇教師の発問例） ○指導上の留意点
導
入　

５
分

１　いじめの構造について理解する。
◇�　いじめには、どのような立場の人がいる
のでしょう。

○　いじめの構造図を提示する。

展
開　

40
分

２�　教材「傍観者でいいのか」を読み、話し
合う。
◇�　どうして、このようないじめの状況になっ
たのでしょう。

【中心発問】「見て見ぬふりをする生徒たち」
のように行動してしまうのは、どうしてで
しょう。

３�　いじめの状況を解決することができない
かを考える。
◇�　今日の話のような状況を何とかすること
はできないのでしょうか。

○�　それぞれの登場人物について、感想を述
べ合う。

○�　傍観者であってはいけないと分かってい
ても踏み出せない背景や心情を見つめ、人
間の弱さを克服しようとする思いを話し合
わせる。

終
末　

５
分

４�　「心みつめて」152 ページの「什の掟」
を読み、学習を振り返る。

◆学習のねらい
　�　正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平

に接し、正義を実現しようとする態度を育て
る。
◆評価
　�　いじめや不正な言動に向き合い、正義と公

正を重んじようとする意識をもつことができ
たか。

◆教育課程における位置付け
　�　特別の教科　道徳（公正、公平、社会正義）
◆主な使用教材
　・�「傍観者でいいのか」（東京都教育委員会『人

権教育プログラム』平成 16 年３月）

板書例

○
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
た
ち
」

　

の
よ
う
に
行
動
し
て
し
ま
う
の
は
、

　

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。

・
関
わ
り
た
く
な
い
気
持
ち
が
強
い
。

・
止
め
よ
う
と
し
て
も
、
み
ん
な
が
味
方
に

　
な
っ
て
く
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。

・
で
も
、
い
じ
め
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
人
も
、　

　
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
人
の
関
係
者
か
ら
は
、　

　
い
じ
め
に
加
担
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
も

　
あ
る
。

○
い
じ
め
の
状
況
を
何
と
か
す
る
こ
と
は

　

で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

・
何
も
言
わ
な
い
人
が
い
る
。

・
Ｂ
さ
ん
た
ち
と
関
わ
り
た
く
な
い
。

・「
私
」
も
い
じ
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
今
度
は
、「
私
」
が
い
じ
め
の
対
象
に
な
る

　
か
も
し
れ
な
い
。

○
ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た

　

の
で
し
ょ
う
。

傍
観
者
で
い
い
の
か

「いじめられて
いる生徒」

いじめている生徒たち

見て見ぬふりを
する生徒たち はやし立てる

生徒たち

学級委員

Aさん 「私」

Bさんグループ
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27第３部

教材文

【資料等】

↑終末で使用する『心みつめて』（152 ページ）

←中心発問等で使用するワークシート

じ
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う

お
き
て

う　

 

そ
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き
ょ
う

ふ
る  

ま
い

傍
観
者
で
い
い
の
か

　

夕
べ
か
ら
の
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
。「
今
日
も
雨
か
。」

　

昨
日
、
帰
る
と
き
Ａ
さ
ん
の
上
履
き
が
ぬ
れ
て
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　
　
「
遅
れ
る
わ
よ
。
急
ぎ
な
さ
い
。」
と
母
の
声
が
聞
こ
え
た
。
私
は
、
重
た
い
か
ば
ん
を
引
き
ず
る
よ

う
に
し
て
家
を
出
た
。
学
校
へ
は
行
き
た
く
な
か
っ
た
。
学
級
が
嫌
だ
っ
た
。

　

二
年
生
に
な
っ
て
学
級
替
え
が
あ
っ
た
。
私
は
み
ん
な
に
推
薦
さ
れ
て
学
級
代
表
に
な
っ
た
。
に
ぎ

や
か
な
学
級
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

初
め
て
一
緒
の
学
級
に
な
っ
た
人
の
中
に
Ａ
さ
ん
が
い
た
。
気
が
弱
く
、
ち
ょ
っ
と
頼
り
な
さ
そ
う

な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、冗
談
を
言
っ
て
周
り
を
笑
わ
せ
る
。
何
を
言
わ
れ
て
も
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
っ
て
い
た
。

Ａ
さ
ん
は
Ｂ
さ
ん
や
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
。
毎
朝
Ｂ
さ
ん
の
家
に
迎
え
に
行

き
、
Ｂ
さ
ん
の
荷
物
を
も
っ
て
登
校
し
て
い
た
。
私
は
、「
断
れ
ば
い
い
の
に
…
」
と
思
っ
て
い
た
。

　　

あ
る
日
、
Ａ
さ
ん
は
朝
寝
坊
を
し
た
ら
し
く
、
Ｂ
さ
ん
の
家
に
寄
ら
ず
に
あ
わ
て
て
登
校
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
登
校
す
る
と
、
Ａ
さ
ん
は
Ｂ
さ
ん
た
ち
に
呼
ば
れ
た
。
戻
っ
て
き
た
Ａ
さ
ん
は
下
を
向
い

て
苦
し
げ
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
冗
談
を
言
っ
て
い
つ
も
の
よ
う
に
お
ど
け
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
Ａ

さ
ん
は
今
ま
で
に
も
ま
し
て
Ｂ
さ
ん
た
ち
の
言
い
な
り
に
な
っ
た
。
学
級
の
み
ん
な
の
前
で
も
Ｂ
さ
ん

は
平
気
で
Ａ
さ
ん
を
か
ら
か
っ
た
り
、
命
令
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
学
級
の
人
の
中
に
は

Ｂ
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
Ａ
さ
ん
を
か
ら
か
っ
て
笑
う
人
ま
で
出
て
き
た
。
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、

何
も
言
わ
な
か
っ
た
し
、
何
も
し
な
か
っ
た
。

　

Ｂ
さ
ん
は
「
Ａ
が
遊
ぼ
う
っ
て
い
う
か
ら
一
緒
に
遊
ん
で
や
っ
て
い
る
だ
け
だ
し
、
Ａ
だ
っ
て
笑
っ

て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
声
高
に
み
ん
な
に
話
し
て
い
た
。

　

私
は
、「
Ａ
さ
ん
、
な
ん
で
笑
っ
て
い
る
の
。
怒
れ
ば
い
い
の
に
…
。」
と
思
っ
た
。

　　

一
学
期
の
終
わ
り
こ
ろ
に
な
る
と
、
Ａ
さ
ん
は
身
体
の
不
調
を
訴
え
、
早
退
し
た
り
欠
席
し
た
り
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

　

放
課
後
、
私
は
掲
示
物
を
直
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
思
い
詰
め
た
よ
う
な
顔
を
し
た
Ｄ
さ
ん
に
話
し

か
け
ら
れ
た
。「
Ａ
さ
ん
を
こ
れ
以
上
ほ
お
っ
て
お
け
な
い
。」
私
は
、
は
っ
と
し
た
。

　

Ｄ
さ
ん
は
、
休
ん
で
い
る
Ａ
さ
ん
の
家
に
行
っ
て
話
を
聞
い
た
そ
う
だ
。
Ａ
さ
ん
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
涙

を
流
し
て
「
い
じ
め
ら
れ
る
の
は
つ
ら
い
。
も
う
学
校
へ
は
行
か
な
い
。」
と
言
っ
た
そ
う
だ
。
Ｂ
さ
ん

た
ち
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
断
る
と
、
殴
ら
れ
た
り
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

や
っ
ぱ
り
つ
ら
か
っ
た
ん
だ
。
苦
し
か
っ
た
ん
だ
と
思
っ
た
。

東
京
都
教
育
委
員
会
『
人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
』（
平
成
16
年
３
月
）
よ
り
一
部
改
編

★
★　

今
日
の
話
の
よ
う
な
い
じ
め
の
状
況
を
何
と
か
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

★　

「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
た
ち
」
の
よ
う
に
行
動
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て
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ま
う
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は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。
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28 第３部

いじめをしない、させない、許さないための意識の醸成

高等学校

1

展開例

学習活動（◇教師の発問例） ○指導上の留意点
導
入　

５
分

１　本時の学習を知る。
これまで学んだことを生かして、どのようにして幸せな世の中にしていくのか考えよう。

展
開　

40
分

２�　「周りの人の幸せ」「自分の幸せ」について考える。
◇�　80ページのブータン王国に関するコラムを読み、「幸せになり
たかったら、まず、周りの人の幸せを願って、そのためになにか
することが大切なんだ。自分の幸せを探し出したら、幸せは、み
つからないんだよ。」と述べられている点について、自分の考え
を発表しましょう。

【発表のポイント】
①�　近くの人とペアになり、「自分の幸せを探し出したら、幸せは、みつからない」と長官が述べた理由

について考える。
②�　自分自身は「自分の幸せを探し出したら、幸せは、みつからない」という長官の考えに賛成か反対か、

ペアの相手に意見を述べる。
③�　長官の考えに賛成か反対かに分かれて、具体的なケースを挙げ、より自分の考えを深める。
④�　長官の考えに賛成と反対とで討論する。相手が異なる考え方をする理由に注目して、双方の意見を

聞き合う。
３�　「幸せな世の中にする」ために何ができるか考える。
◇�　82ページの「ケーススタディ～あなたならどうする？」から、
自分の意見に一番近い人を選び、「幸せな世の中にするプロジェ
クト行動宣言」を作成しましょう。
４�　『人間と社会』83ページの最後の部分を全員で読み、この部
分が、なぜ「いじめ防止」につながっていくのを考え、発表する。

○�　近くの人とペアを作り、意見交換
をさせる。

○�　「発表のポイント」を基に、意見
交換をさせる。

○�　「自分に何ができるか」という視
点を意識させる。

ま
と
め　

５
分

５�　話し合ったことを踏まえながら、『人間と社会』83ページの
最後の部分をもう一度全員で読む。

○�　異なる考え方や価値観の違いを調
整することが、いじめ防止になるこ
とにも気付かせる。

◆学習のねらい
　�　考え方や価値観の違いを認識し、互いを尊

重することにより、より良い学級や学校、豊
かな未来を築くことができることを認識する。
◆評価
　�　他者との関わりの中で、異なる考え方や価

値観の違いを調整し、互いを尊重することが
より良い社会の形成につながることに気付く
ことができる。

◆教育課程における位置付け
　�　人間と社会
◆主な使用教材
　・�『人間と社会』（東京都教育委員会）80 ～ 83

ページ

板書例

「幸せになりたかったら、まず、周りの
人の幸せを願って、そのためになにかす
ることが大切なんだ。自分の幸せを探し
出したら、幸せは、みつからないんだよ。」

○「周りの人の幸せ」「自分の幸せ」に
　ついて考える。

これまで学んだことを生かして、ど
のようにして幸せな世の中にしてい
くのか考えよう

自分の考え
・�私はこの考えに賛成です。自分の幸せ以上に周り

の人の幸せのために行動することが大切だと思い
ます。

・�私はこの考えに反対です。まずは自分が幸せでな
ければ、周りの人を幸せにすることはできないと
思います。
○�「幸せな世の中にするために」何がで
きるか考える
○�ケーススタディ～あなたならどうする？
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29第３部

教材文

○『人間と社会』80ページ
　幸せの国と呼ばれるブータン王国は、国民総幸福量を、国民総生産（ＧＮＰ）よりも大切な国家理念
としています。筆者の御手洗瑞子氏は 2010 年９月から１年間、ＧＮＨコミッション首相フェロー第１号
として、主に観光産業の育成に努めました。
　（ＧＮＨコミッションの長官である上司の話）
�　「幸せになろうと思ったらね、自分の幸せを願ってはいけないんだ。自分の幸せを探し出したら、どん
どん、幸せから遠ざかってしまうよ」そして、こう続けました。
�　「これはとても大切なことなんだ。幸せを願うのであったら、自分の幸せではなく、周囲の人の幸せを
願わなくてはいけない。家族だとか、友人だとか、自分の身近な大切な人たち。そして周りの人たちが
幸せでいられるように、できる限りのことをするんだ。知ってるかい？人のために何か役に立つことを
して、相手が幸せになるのを見ると、自分にもとても大きな満足感が返ってくるんだよ。それは、自分
のためになにかしたときより、ずっと大きな満足感なんだ。幸せになりたかったら、まず、周りの人の
幸せを願って、そのためになにかすることが大切なんだ。自分の幸せを探し出したら、幸せは、みつか
らないんだよ。ブータン人は、それをみんなよくわかっている」

御手洗瑞子『ブータン、これでいいのだ』新潮社　ｐ２１３
※ＧＮＨコミッション：国民総幸福量（Gross National Happiness）委員会

○『人間と社会』82ページ

◆ケーススタディ～あなたならどうする？
次の場面で、あなたは、どんな選択をしますか。それはどのような理由によるものですか。
　教室ではブータンの話に関するペアワークが終わったばかり、次に「どのようにして幸せな世の中に
するか」ということについての話合いが続いています。
Ａさん：�幸せの国日本に住む私としては、やっぱり、家族第一、次に友達かな、好きな人は、もしかし

たら将来の家族ということで、家族一番！…（笑）
　　　　�まず、周りの人とのつながり、結び付きを大切にして、身近な人を幸せにしていきたい。自分

の周りの人が幸せじゃないのに、「幸せな世の中にする」なんて無理でしょ！だから私は…。
Ｂさん：�私は、この日本で実現可能なことといったら、職業を通じて幸せな世の中に貢献することだと思っ

ている。公務員とか、弁護士、看護師、カウンセラー、ミュージシャンも人を幸せにできるはず。
起業して成功すれば、寄付とかもたくさんできるしね。そうなりたいから、まず私としては…。

Ｃさん：�わあ、起業なんてカッッコイイ！私はね、「幸せな世の中」って、人の笑顔があふれている世の
中だと思う。笑顔って見ているだけで、幸せな気持ちになれるじゃない。だから、ずっと、周
りの人と一緒に笑っていられたらいいな、と思う。そのためにも、私は…。

Ｄさん：�みんなの意見を聞いて、人の価値観ってつくづく違うと思ったから「幸せ」の感じ方もいろい
ろだと思う。人それぞれが何を望むか分からないのに、「幸せな世の中にする」っていうのは、
ちょっと上から目線で偉そうな気がする。幸せにできるのはその人自身しかないと思うから。
まずは自分自身が幸せになること、そうすれば、つまりは全員幸せになれるわけでしょう。だ
から、自分としては…。

○『人間と社会』83ページ
　21 世紀の社会を生きていくあなた方は、意見や考え方の違う人とも
出会い、考え方に優先順位を付けなければならないときもあるでしょ
う。そのようなときは、この教科で学んだ話合い活動などの体験を思
い出して、未知の自分を含めた、多様な人々と出会う中であなた自身
を高めていってください。
　人は一人一人が違って、当たり前。近い環境で日々を過ごした同級
生同士であっても、広い社会のどこに行っても、全く同じ意見の人な
ど存在しません。しかし、多様な人と出会い、関わり、時にはぶつかり、
高め合えるからこそ、私たちは幸福な人生を切り拓き、よりよい社会を、
豊かな未来を築くことができるのです。何よりも、違った意見を持つ
者同士の調整ができること、それこそが人間らしさなのです。
「これからのあなた、あなた自身は何を大切にして、どのように生き、

そしてどのようにして幸せな世の中にしますか。」

【資料等】
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